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Oracle VM Server for SPARC 3.4.0.3 補足リリースノート

これらの補足リリースノートには、Oracle VM Server for SPARC 3.4.0.3 保守更新リリースで解決
済みの問題のリストが記載されています。
これらの補足リリースノートには、Oracle VM Server for SPARC 3.4.0.3 保守更新リリースに関す
る次の情報が記載されています。

■ 2 ページの「解決済みの問題」
■ 3 ページの「ドキュメントに関する情報」

サポートされているハードウェア、最小のファームウェアと完全に認定されているファームウェ
ア、Oracle Solaris OS とハードウェアについては、『Oracle VM Server for SPARC 3.4 インストー
ルガイド』 の 第 1 章, 「システム要件」を参照してください。

Oracle VM Server for SPARC 3.4 ソフトウェアの問題については、『Oracle VM Server for SPARC
3.4リリースノート』を参照してください。

解決済みの問題

Oracle VM Server for SPARC 3.4.0.3 ソフトウェアリリースでは次の問題が対処されています。

20085077 ldm start-reconf/cancel-reconf のループにより、ldmd が中止され、hv_mblock
が使い果たされる

21069411 I/O ゲストドメインで実行された diskinfo/croinfo で PCIe スロットのみが表示
され、その他のバスが一切表示されない

24431008 ldm set-io で仮想機能に対して無効なマルチキャストの代替 MAC アドレスを
設定できるようにすべきではない

24697006 ds_dio では既存の getinfo スレッドが終了するのを待ってから新しいスレッド
を作成するべきである

24301372 MGMTMIGRN/MIGRATION-MGMT の問題

24755631 ターゲットメモリーが配置されていない場合にターゲットとなる PPAR DR
モードでのメモリーの再マップが失敗する

24799226 sysfw ビルド 45_a への更新後に SPARC M7-16 サーバーで ldmd がコアダンプ
する

25042249 保存された構成の IOVFC で port-wwn と node-wwn の情報が失われた

25072777 多数の LUN を持つ ls-hba が成功するように vHBA DS のタイムアウトを延長
する - 回避方法 2471238

25143261 キーストアバックアップの永続性バージョンをキーストアに伝搬する

25240689 ratio モードでのボードの DR に対する mem_bind_real で無限ループが発生し
た
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ドキュメントに関する情報

LDC プール内の LDC エンドポイントの最大数

『Oracle VM Server for SPARC 3.4 Administration Guide』 の 「Using Logical Domain Channels」は最
新ではありません。このセクションの最新の内容は次のとおりです。

Oracle VM Server for SPARC では、論理ドメインチャネル (LDC) を使用して、すべての通信 (コン
ソール、仮想 I/O、制御トラフィックなど) を実装します。LDC は、2 つのエンドポイント間の通
信を可能にするために使用される方法です。通常、各エンドポイントは異なるドメインにありま
すが、それらのエンドポイントを同じドメインに配置してループバック通信を可能にすることが
できます。
このソフトウェアおよびシステムファームウェアによって、制御ドメインやゲストドメインに使
用できる LDC エンドポイントの大きなプールが提供されます。この LDC エンドポイントプール
は、SPARC T4 サーバー以降および Fujitsu M10 サーバーで利用できます。プール内の LDC の数
は、次のようにプラットフォームタイプに基づいています。

■ SPARC T4 サーバー – 論理ドメインあたり 1984 個の LDC エンドポイント
■ SPARC T5 サーバー – 論理ドメインあたり 4080 個の LDC エンドポイント
■ SPARC T7 シリーズサーバー – 論理ドメインあたり 4080 個の LDC エンドポイント
■ SPARC M5 サーバー – 論理ドメインあたり 4080 個の LDC エンドポイント
■ SPARC M6 サーバー – 論理ドメインあたり 4080 個の LDC エンドポイント
■ SPARC M7 シリーズサーバー – 論理ドメインあたり 4080 個の LDC エンドポイント
■ Fujitsu M10 サーバー – 論理ドメインあたり 4080 個の LDC エンドポイント
■ SPARC S7 シリーズサーバー – 論理ドメインあたり 4080 個の LDC エンドポイント

注記 - Oracle SPARC T5 サーバー以降およびすべての富士通製サーバーでは、ドメインで最低で
も Oracle Solaris 11.3 SRU 8 OS が動作している場合は、LDC プールに 4080 個の LDC が含まれま
す。それ以外の場合は、LDC プールに 1984 個の LDC が含まれます。

LDC エンドポイントプールをサポートするために必要なシステムファームウェアは、SPARC
T4 サーバーの場合は 8.5.2、SPARC T5 サーバー、SPARC M5 サーバー、および SPARC M6 サー
バーの場合は 9.2.1、SPARC T7 シリーズサーバーおよび SPARC M7 シリーズサーバーの場合は
9.4.3、SPARC S7 シリーズサーバーの場合はリリースされたバージョン、Fujitsu M10 サーバーの
場合は XCP2240 です。
サポートされるプラットフォームや UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、または SPARC T3 プ
ラットフォーム上で古いバージョンのシステムファームウェアを実行している場合は、次の LDC
エンドポイントの制限が引き続き適用されます。

■ UltraSPARC T2 サーバー – 論理ドメインあたり 512 個の LDC エンドポイント
■ UltraSPARC T2 Plus サーバー – 論理ドメインあたり 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC T3 サーバー – 論理ドメインあたり 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC T4 サーバー – 論理ドメインあたり 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC T5 サーバー – 論理ドメインあたり 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC T7 シリーズサーバー – 論理ドメインあたり 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC M5 サーバー – 論理ドメインあたり 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC M6 サーバー – 論理ドメインあたり 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC M7 シリーズサーバー – 論理ドメインあたり 768 個の LDC エンドポイント
■ Fujitsu M10 サーバー – 論理ドメインあたり 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC S7 シリーズサーバー – 論理ドメインあたり 768 個の LDC エンドポイント

Oracle® VM Server for SPARC 3.4.0.3 補足リリースノート 3

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E69554-01&id=LDSAGusingldcs


サービスの追加やドメインのバインドを試みたために、LDC エンドポイントの数が 1 つのドメイ
ンでの制限を超えてしまった場合、その操作は失敗して、次のようなエラーメッセージが表示さ
れます。

13 additional LDCs are required on guest primary to meet this request,
but only 9 LDCs are available

次のガイドラインを使用すると、LDC エンドポイントの使用計画を正しく立てたり、制御ドメイ
ンで LDC 機能のオーバーフローが発生する可能性のある原因を説明したりできます。

■ 制御ドメインでは、構成されているほかのドメインの数に関係なく、ハイパーバイザ、障害
管理アーキテクチャー (FMA)、およびシステムプロセッサ (SP) とのさまざまな通信目的で、
約 15 個の LDC エンドポイントを使用します。制御ドメインによって使用される LDC エン
ドポイントの数は、プラットフォーム、および使用されているソフトウェアのバージョンに
よって異なります。

■ Logical Domains Manager は、ドメイン (自身を含む) ごとに制御トラフィック用の LDC エンド
ポイントを制御ドメインに 1 つ割り当てます。

■ 制御ドメインの各仮想 I/O サービスは、そのサービスに接続されているクライアントごとに
LDC エンドポイントを 1 つ使用します。各ドメインには、仮想ネットワーク、仮想ディス
ク、および仮想コンソールが少なくとも 1 つずつ必要です。

次の式では、これらのガイドラインを取り入れて、制御ドメインで必要とされる LDC エンドポ
イントの数を算出します。

15 + number-of-domains + (number-of-domains x number-of-virtual-services) = total-
LDC-endpoints

number-of-domains は制御ドメインを含むドメインの総数であり、number-of-virtual-services はこの
ドメインによって処理される仮想 I/O デバイスの総数です。

次の例は、制御ドメインが 1 つ、追加のドメインが 8 つある場合に、式を使用して LDC エンド
ポイントの数を算出する方法を示しています。

15 + 9 + (8 x 3) = 48 LDC エンドポイント

次の例では、ゲストドメインが 45 あり、各ドメインに 5 つの仮想ディスク、2 つの仮想ネット
ワーク、および 1 つの仮想コンソールがあります。計算によって次の結果が得られます。

15 + 46 + 45 x 8 = 421 LDC エンドポイント

使用しているプラットフォームでサポートされている LDC エンドポイントの数に応じて、
Logical Domains Manager が構成を受け入れるか拒否するかが決まります。

制御ドメインで LDC エンドポイントを使い果たした場合は、サービスドメインまたは I/O ドメイ
ンを作成して仮想 I/O サービスをゲストドメインに提供することを検討してください。このアク
ションを実行すると、制御ドメインではなく、I/O ドメインとサービスドメインに LDC エンドポ
イントを作成できます。

ゲストドメインでも、LDC エンドポイントを使い果たす可能性があります。このような状況
は、inter-vnet-link プロパティーが on に設定されることで、相互に直接接続するゲストドメ
インに追加の LDC エンドポイントが割り当てられるために起こることがあります。

次の式では、inter-vnet-link=off のときにゲストドメインで必要とされる LDC エンドポイン
トの数を算出します。

2 + number-of-vnets + number-of-vdisks = total-LDC-endpoints

2 は仮想コンソールと制御トラフィックを表し、number-of-vnets はゲストドメインに割り当てら
れている仮想ネットワークデバイスの総数、number-of-vdisks はゲストドメインに割り当てられて
いる仮想ディスクの総数です。
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次の例は、inter-vnet-link=off で、仮想ディスクと仮想ネットワークが 2 つずつある場合
に、式を使用して 1 ゲストドメインあたりの LDC エンドポイント数を算出する方法を示してい
ます。

2 + 2 + 2 = 6 LDC エンドポイント

次の式では、inter-vnet-link=on のときにゲストドメインで必要とされる LDC エンドポイン
トの数を算出します。

2 + [[(number-of-vnets-from-vswX x number-of-vnets-in-vswX)] ...] + number-of-vdisks =
total-LDC-endpoints

2 は仮想コンソールと制御トラフィックを表し、number-of-vnets-from-vswX は vswX 仮想スイッチ
からゲストドメインに割り当てられている仮想ネットワークデバイスの総数、number-of-vnets-in-
vswX は vswX 仮想スイッチ上の仮想ネットワークデバイスの総数、number-of-virtual-disks はゲス
トドメインに割り当てられている仮想ディスクの総数です。

次の例は、inter-vnet-link=on で、仮想ディスクと仮想スイッチが 2 つずつある場合に、式を
使用して 1 ゲストドメインあたりの LDC エンドポイント数を算出する方法を示しています。最
初の仮想スイッチには 8 つの仮想ネットワークがあり、そのうちの 4 つがドメインに割り当てら
れます。2 つめの仮想スイッチは、8 つすべての仮想ネットワークをドメインに割り当てます。

2 + (4 x 8) + (8 x 8) + 2 = 100 LDC エンドポイント

最低でも Oracle VM Server for SPARC 3.4 ソフトウェアを使用して作成する仮想ネットワーク
デバイスには、デフォルトで inter-vnet-link=auto が設定されています。この機能では、
数がこのしきい値を超えたときに inter-vnet を自動的にオフにします。ただし、LDC チャネル
の数を削減するには、inter-vnet-link=on で作成した仮想ネットワークデバイスは inter-
vnet-link=off に明示的に変更する必要があります。詳細は、『Oracle VM Server for SPARC 3.4
Administration Guide』 の 「Inter-Vnet LDC Channels」を参照してください。

引き続き inter-vnet-link=off を設定して、そのドメイン、または仮想ネットワークデバイ
スが存在するドメインの LDC エンドポイントの数を減らすことができます。ただし、off プロ
パティー値は、仮想スイッチを含むサービスドメインには影響しません (サービスドメインで
は各仮想ネットワークデバイスへの LDC 接続を引き続き必要とするため)。このプロパティー
が off に設定されていると、LDC チャネルは inter-vnet 通信に使用されません。代わりに、LDC
チャネルは仮想ネットワークデバイスと仮想スイッチデバイス間の通信のみに割り当てられま
す。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

注記 - inter-vnet リンクの割り当てを無効にすると、LDC エンドポイントの数が減りますが、ゲス
ト間のネットワークパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。このパフォーマンス低
下が生じるのは、ゲスト間のすべての通信トラフィックが、あるゲストドメインから別のゲスト
ドメインに直接移動するのではなく、仮想スイッチを経由するからです。
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